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新しい与謝野町議会　議場内配置図

演 

壇

質問席

議　長
福祉課長 保健課長

泉谷貞行
いずみ たに　さだ　ゆき

水道課長

芋田政志
いも だ まさ し

下水道課長

小西忠一
こ にし ただ　かず

商工観光課長

太田　明
おお た あきら

農林課長

浪江　学
なみ　 え　　　　まなぶ

建設課長

西原正樹
にし　はら　まさ　 き

教育推進課長

土田清司
つち だ しきよ

教育次長

鈴木雅之
すず き ゆきまさ加悦地域振興課長

和田　茂
わ だ しげる

野田川地域振興課長

平野勝彦
ひら の ひこかつ

議会事務局長

奥野　稔
おく　  の　　　　みのる

税務課長

日高勝典
ひ 　だか　かつ　のり

企画財政課長

吉田伸吾
よし だ しん ご

家城　功
いえ き いさお

総務課長
副町長

大下　修
おお した おさむ

町　長

太田貴美
おお た みあつ

教育委員長

白杉直久
しら　すぎ　なお　ひさ

教育長

垣中　均
かき なか ひとし

住民環境課長

永島洋視
なが　しま　ひろ　  み

会計室長書　記

金谷　肇
かな や はじめ

6 小林庸夫
こ ばやし おつね

5 廣野安樹
ひろ の きやす

4 上山光正
うえ やま まさみつ

3 畠山伸枝
はたけ やま えのぶ

2 野村生八
の むら はちしょう

1

伊藤幸男
い とう おゆき

7浪江郁雄
なみ え おいく

8井田義之
い だ ゆきよし

9糸井満雄
いと　  い　 みつ　  お

赤松孝一
あか まつ いちこう

10
せ はた さとし

11多田正成
た だ なりまさ

12

18 今田博文
いま だ みひろ

17
たに　ぐち　ただ　ひろ

16 谷口忠弘15有吉　正
あり よし ただし

14服部博和
はっ とり かずひろ

13

㔟簱　毅

堀口卓也
ほり　ぐち　たく　 や

議長

代表監査委員

足立正人
あ だ ち　 まさ　ひと

もり　もと　とし　のり

森本敏

植松ひろ子
うえ まつ　　　　　こ

佐賀義之
さ が よし ゆき

岩滝地域振興課長

藤原清隆
ふじ わら きよ たか
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今
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○
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○
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光
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光
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遅
れ
て
い
る
地
籍
調
査

問　

当
初
30
万
円
の
委
託
料
の
予
算
が
、
大
き
く
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
執
行
に
な
っ
た
の

か
を
お
伺
い
し
た
い
。

建
設
課
長　

旧
加
悦
町
温
江
地
内
で
事
業
を
進
め
て
い

る
が
、
相
続
人
が
不
明
等
の
土
地
が
あ
り
、
裁
判
所
へ

の
申
立
等
で
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
20
年
度
に
繰

り
延
べ
し
た
も
の
。

問　

桑
飼
地
区
全
体
で
は
ま
だ
相
当
か
か
る
こ
と
と
、

一
般
常
識
か
ら
考
え
て
も
こ
れ
だ
け
遅
延
す
る
と
、
行

政
に
対
す
る
考
え
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
と
思
え
る
。

建
設
課
長　

温
江
地
区
は
３
工
区
で
１
工
区
は
完
了
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
工
区
に
つ
い
て
は
閲
覧
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

問　

町
長
は
他
の
首

長
と
、
特
定
財
源
制

度
維
持
を
街
頭
宣
伝

で
訴
え
た
。
同
制
度

に
は
莫
大
な
ム
ダ
使

い
が
あ
る
。

町
長　

同
制
度
の
維

持
で
な
く
、
町
の
道

路
財
源
の
確
保
を
求

め
た
も
の
だ
。

道路特定財源をどう
考えているのか

当町では府道町道まだまだ必要

　日ごとに暑さが厳しくなって
まいりましたが、町民の皆様に
は益々ご清祥のこととお慶び申
し上げます。
　去る、５月臨時会において、
議会申し合わせ事項により役員
改選が行われ、不肖私を議長に
選任いただき、光栄に存じます
と共にその責務の重大さをひし
ひしと感じております。
　与謝野町も合併して早や３年
目を迎え、私たち議員の任期も

あと２年となりました。この間、
旧町の諸団体も合併が図られる
など、垣根が少しずつ取り払わ
れ、また、町の歌、町の花、木
も選定されるなど、一体感の醸
成が少しずつ育まれてきました。
今後一層一体感と均衡あるまち
づくりを推し進めていかなけれ
ばなりません。
　本年は、昨年示されました行
政改革大綱や、策定されました
総合計画の遂行元年として、絵
に描いた餅にならないよう、目
標に向かって安心安全で持続可
能な与謝野町への第一歩を踏み
出したと認識いたしております。
　町の経済状況も一層厳しい状
況にあるなか、町民の皆様のニ

ーズも多様化するなど、課題は
山積しており、町民の皆様の期
待に応えられ、また、将来を担
う子どもたちが安心して住める
町を目指し、議会と行政が車の
両輪のごとく、後退することの
ないよう前進させなければなり
ません。
　議会と致しましても、緊張感
を保ちながら公正で開かれた議
会として、その役割が果たせま
すよう活発な議会運営に努めて
参ります。
　今後とも町民の皆様の一層の
ご支援、ご協力を心からお願い
申し上げ、皆様のご健勝ご多幸
をご祈念申し上げます。

持続可能な与謝野町を目指し
議 長　

臨時会  （平成20年5月7日）
議
会
構
成
が
新
し
く

　

申
し
合
わ
せ
（
２
年
）
に

よ
り
構
成
替
え
が
行
わ
れ
た
。

　
（
前
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

専
決
処
分
（
補
正
予
算
）

○
19
年
度
一
般
会
計　

○
19
年
度
特
別
会
計

　
（
簡
易
水
道
な
ど
５
議
案
）

　

質
疑　

服
部
、
上
山
、
井
田
、

　
　
　
　

㔟
簱
、
谷
口
、
伊
藤
、

　
　
　
　

赤
松

※ 原稿はすべて本人が提出しています。
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問　

不
動
産
鑑
定
を
要
す
売
却
可
能
な
物
件
は
。

総
務
課
長　

９
カ
所
10
物
件
を
予
定
し
て
い
る
。

遊
休
資
産
の
売
却
予
定
は

　

９
カ
所

　

９
カ
所

遊休地を活かせ

問　

新
た
に
、
農
業
者
団
体
へ
の
支
援
の
た
め
、
府
の
事
業

が
取
り
組
ま
れ
る
。
内
容
と
対
象
農
家
を
広
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

農
林
課
長　

農
業
法
人
・
団
体
が
対
象
で
農
業
資
材
の
購
入
、

販
売
促
進
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
農
業
機
械
の
購
入
に
補
助

を
す
る
も
の
。
個
人
へ
の
補
助
は
、
資
金
の
貸
付
以
外
は
難

し
い
。 原

油
高
騰
対
策
の
支
援
を

生
活
実
態
調
査
の
実
施
を

問　

農
業
以
外
で
も
、
原
油
の
高
騰
や
物
価
の
値
上
げ
で
業

者
や
町
民
は
苦
し
ん
で
い
る
。
町
で
は
、
福
祉
灯
油
を
い
ち

早
く
取
り
組
ま
れ
た
。
た
と
え
ば
、
府
で
障
害
者
施
設
へ
の

支
援
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
原
油
高
騰
・
物
価
の
値
上
げ
に
苦
し
む
業
者
や
町
民
に
、

積
極
的
な
支
援
を
求
め
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
町
民
や
業
者
の
暮
ら
し
と
経
営
の
実
態

調
査
が
、
今
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

や
り
た
い
と
の
思
い
は
あ
る
が
、
で
き
る
か
ど
う
か

検
討
し
た
い
。

原油高により物価高騰

6月議会のようす
　

６
月
議
会
で
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

と
介
護
保
険
・
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
の

計
６
議
案
、
人
事
案
件
７
議
案
、
条
例
案
件
３
議
案
、

契
約
案
件
４
議
案
、
そ
の
他
町
道
認
定
・
財
産
の
取
得

の
２
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
た
。
ま
た
、19
年
度
一
般
会
計
と
簡
易
水
道
・
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
の
計
４
件
の
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
対
し
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　

一
般
質
問
は
、
14
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
の
見
解
を
求
め
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
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平成19年度繰
※

越明許費繰越計算書　　 （単位：　円）
事業名 19年度予算額 20年度繰越額 繰越理由

保育所耐震診断
調査事業 1,105,000 1,105,000 耐震判定委員会の判定ができなかったため。

災害に強い
森づくり事業 11,600,000 11,600,000

重機搬入路の立木伐採に
調査を要したため。降雪
により工事が遅れたため
（最大６０ｃｍ）。

明石香河線
道路改良事業 20,800,000 20,798,789 改良箇所に発掘調査の必

要が生じ、さらに発掘期
間、発掘範囲が拡大した
ため。

明石香河線
関連発掘調査事業 7,000,000 7,000,000

岩屋川線
道路改良事業 26,718,000 26,400,000 用地買収に時間を要したため。

石川上山田線
道路改良事業 9,700,000 9,700,000

地元との調整に時間を要
したため。

石川旧府道線
道路改良事業 1,000,000 1,000,000

寺田水路
改良事業 8,600,000 8,600,000

阿蘇シーサイド
パーク整備事業 15,025,000 15,025,000 近接する府道工事との調整に時間を要したため。

合　　計 101,548,000 101,228,789

問　

温
江
プ
ラ
テ
ッ
ク
の
悪

臭
等
の
問
題
は
基
本
的
に
は

未
解
決
と
の
こ
と
。
府
と
町

の
法
的
な
役
割
分
担
は
。

住
民
環
境
課
長　

産
廃
や
大

気
汚
染
、
工
場
排
水
は
府
。

一
般
廃
棄
物
、
臭
気
・
騒
音
・

振
動
・
煤
塵
は
町
。

高
金
利
相
談
の窓口

開
設

問　

多
発
し
て
い
る
高
金
利

借
金
の
被
害
者
の
相
談
窓
口

を
始
め
る
と
聞
く
が
。

住
民
環
境
課
長　

司
法
書
士

会
と
の
連
携
で
相
談
事
業
を

行
う
こ
と
に
し
た
。

悪臭対策の
 行政の役割分担は

問　

業
者
や
重
機
の
減
が
あ
り
、
初
め
て
町
で
除
雪
車
を
購

入
し
、
業
者
に
車
両
を
リ
ー
ス
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
協
力

業
者
に
対
す
る
施
策
は
。

建
設
課
長　

入
札
資
格
審
査
等
に
重
機
の
台
数
に
よ
る
点
数

付
加
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

質
疑　

伊
藤
、
井
田
、
㔟
簱
、
野
村
、
今
田
、
廣
野

除
雪
対
策
等

地
元
業
者
へ
の
配
慮
必
要

業者が減少の中 除雪対策が

問　

予
算
は
年
度
内
執
行
が
原
則
で

あ
り
、
執
行
の
遅
れ
は
次
年
度
に
影

響
す
る
。

　

多
数
あ
る
中
で
例
と
し
て
、
次
の

三
点
の
み
質
問
す
る
。

　

岩
滝
・
市
場
保
育
所
の
耐
震
診
断
。

福
祉
課
長　

診
断
業
者
は
工
期
内
に

診
断
し
た
が
、
判
定
委
員
会
の
日
数

が
不
足
し
た
。

何
故
遅
れ
た 

予
算
の
年
度
内
執
行

問　

町
道
石
川
上
山
田
線
。

建
設
課
長　

用
地
の
境
界
確
認
で

手
間
取
っ
た
。

問　

三
河
内
簡
易
水
道
。

水
道
課
長　

２
〜
３
月
の
積
雪
の

た
め
、
土
質
改
良
工
事
を
4
月
ま

で
遅
ら
せ
た
。

　

今
後
は
年
度
内
の
執
行
に
努
力

す
る
。

専決処分

平成19年度 一般会計繰越明許費
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問　

検
索
サ
イ
ト
ヤ
フ
ー
で
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ
て
寄
附
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
提
供
を
始
め
た
と
こ
ろ
「
ふ※

る

さ
と
納
税
」
が
自
宅
で
で
き
る
こ
と
で
、
寄

附
集
め
の
強
力
な
武
器
と
し
て
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。

企
画
財
政
課
長　

今
後
研
究
す
る
必
要
は

あ
る
。

問　

後
期
高
齢
者
保
険
の

天
引
き
が
、
前
々
年
度
分

の
収
入
か
ら
さ
れ
た
た
め
、

4
月
に
驚
く
ほ
ど
の
保
険

料
を
引
か
れ
た
人
が
あ
る
。

　

そ
こ
ま
で
し
て
取
り
や

す
い
所
か
ら
取
る
の
か
。

あ
と
で
調
整
し
て
戻
る
か

ら
同
じ
と
い
う
が
、
そ
れ

は
金
持
ち
の
発
想
。
住
民

税
の
徴
収
で
は
年
金
者
に

Ｐ
Ｒ
が
少
し
地
味
で
は

専決処分

主な改正点
・寄附金税制を見直し『ふるさ
と納税制度』の創設
・65歳以上の年金受給者に係る
年金所得から生じた住民税を、
平成21年 10月支給分の公的
年金から、年金天引き（特別
徴収）での納付を実施するもの。

地方税法の改正による
税条例の一部改正

問　

５
千
円
は
寄
附
に
算
入
さ
れ
な
い
こ
と

で
、
寄
附
を
さ
れ
た
人
に
特
産
品
等
を
贈
る

動
き
が
あ
る
。
ち
な
み
に
伊
根
町
で
も
海
産

物
や
町
内
旅
館
の
宿
泊
券
を
贈
ら
れ
て
い
る

が
本
町
で
の
考
え
は
。

企
画
財
政
課
長　

現
在
２
件
の
申
出
を
受
け

て
い
る
。
特
産
品
等
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
本
町
で
も
検
討
し
た
い
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
「
年
金

天
引
き
」
で
不
服
審
査
の
異
議
申
し
立
て

が
全
国
で
起
き
て
い
る
。
年
金
は
、
個
人

が
積
み
立
て
た
も
の
で
、
老
後
の
生
活
費
。

受
給
者
固
有
の
財
産
・
権
利
だ
。
天
引
き

年
金
天
引
き
は
承
諾
が
い
る
の
で
は

は
個
人
承
諾
が
い
る
と
考
え
る
。
税
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

町
長　

十
分
な
説
明
が
い
る
と
思
う
が
、
利

便
性
か
ら
実
施
し
た
い
。

問　

国
が
す
す
め
る
年
金
か
ら

の
税
金
天
引
き
は
、
本
当
に
効

率
化
に
な
る
の
か
。

　

年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
人
は
、

今
ま
で
通
り
の
納
付
と
年
金
天
引

き
と
二
本
立
て
に
な
る
の
で
は
。

自
治
体
に
と
っ
て
は
、
事
務
が
複

雑
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

税
金
の
年
金
天
引
き

効
率
化
に
な
る
か　

国
が
決
め
た
か
ら
だ
け
で
は
な

く
、
税
額
は
住
民
が
決
め
納
付
す

る
権
利
を
守
り
、
自
治
体
の
負
担

も
減
ら
す
た
め
に
、
国
に
求
め
る

こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

税
務
課
課
長
補
佐　

確
か
に
、
別

の
徴
収
に
な
る
。

住民の協力こそ町のちから

納得のいかない
住民税の天引き

不
利
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

税
務
課
課
長
補
佐　

年
金
に
か
か
る
所
得
に
つ

い
て
の
住
民
税
を
引
く
制
度
な
の
で
、
不
利
に

は
な
ら
な
い
。

問　

社
会
保
険
庁
は
消
え
た
年
金
事
件
以
来
信

用
が
な
い
。
何
か
間
違
い
が
あ
っ
た
と
き
、
ど

こ
に
行
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
近
い
う
ち

に
社
会
保
険
庁
は
別
の
組
織
に
な
る
と
い
う
が
。

税
務
課
課
長
補
佐　

課
税
は
税
務
課
で
行
う
の

で
、
課
税
額
に
誤
り
が
あ
れ
ば
役
場
の
税
務
課

で
調
べ
る
。

問　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
は
反
対
だ
が
、
国

が
税
条
例
を
改
正
す
れ
ば
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
で
町
民
を
守
れ
る
か
疑
問
だ
が
。

町
長　

難
し
い
問
題
。

　

国
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
遵
守
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

し
か
し
議
論
の
段
階
で
国
民
の
声
が
生
か
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
。
疑
問
も
あ
る
と
思

う
が
、
新
し
い
制
度
に
従
う
の
が
原
則
と
考
え

る
。
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耐震補強後の耐用年数は何年なのか

条
例
改
正

問　

国
の
社
会
保
障
費
削
減

に
よ
り
、
医
療
や
介
護
等
の

現
場
の
職
員
待
遇
が
厳
し
く
、

退
職
や
事
故
が
多
発
。
施
設

の
休
日
・
夜
間
の
当
直
体
制

も
深
刻
な
事
態
だ
と
聞
く
。

管
内
の
現
状
把
握
は
。

福
祉
課
長　

掴
め
て
な
い
。

（
賛
成
全
員
）

医
療
・
介
護
の

現
場
掌
握
は

難
病
患
者
等
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
手
数
料
の

徴
収
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
（
改
正
内
容
）

　

利
用
者
負
担
額
の
変
更

消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正

　
（
改
正
内
容
）

　

補
償
基
礎
額
の
変
更 　

 

（
賛
成
全
員
）

問　

市
場
小
・
江
陽
中
の

体
育
館
、
IS
値
が
０
．71
、

０
．73
と
低
い
。
最
近
の
地

殻
変
動
に
よ
る
大
き
な
地
震

に
耐
え
ら
れ
る
の
か
心
配
だ
。

今
一
度
見
直
し
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
積
雪
荷
重
は
計
算

さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　

国
の
基
準
及
び

補
助
対
象
は
、
０
．７
以
上

で
あ
り
震
度
７
弱
で
も
倒
壊

は
無
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

積
雪
は
１
．１
メ
ー
ト
ル

問　

昭
和
56
年
以
前
の
建
築
基
準
で
改
築
さ
れ
た

提
案
の
学
校
３
施
設
は
、

＊
市
場
小
学
校
が
、
０
．38 

↓ 

０
．71
に
。

＊
石
川
小
学
校
が
、
０
．55 

↓ 

０
．78
に
。

＊
江
陽
中
学
校
が
、
０
．37 

↓ 

０
．73
に

建
物
は
耐
震
補
強
さ
れ
る
。

一
般
的
に
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
法
定
耐
用
年
数

は
、
30
年
を
境
に
劣
化
が
急
速
に
進
む
と
認
識
し

て
い
る
。

　

水
素
イ
オ
ン
濃
度
が
９
以
下
に
な
る
と
、
崩
壊

（
倒
壊
）
に
つ
な
が
る
が
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は

12
〜
13
の
強
い
ア
ル
カ
リ
性
、
ア
ル
カ
リ
分
（
何

ら
か
の
原
因
で
）
消
失
が
中
性
化
（
劣
化
）
に
つ

な
が
る
が
、
今
回
の
耐
震
調
査
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

劣
化
の
数
値
は
素
人
に
は
見
え
な
い
。

　

文
部
科
学
省
が
一
応
の
安
全
基
準
（
IS
値
０
．

70
）
を
目
標
に
耐
震
工
事
を
実
施
し
て
い
る
が
、

改
修
後
IS
値
は
何
年
維
持
で
き
る
か
。

教
育
次
長　

耐
震
診
断
は
、
２
次
診
断
ま
で
実
施

し
、
耐
震
の
数
値(

IS
値
０
．70
）
を
求
め
て
い
る
。

　

診
断
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
中
性
化
）
強
度

の
中
性
化
試
験
も
条
件
の
中
に
入
っ
て
お
り
、
求

め
た
数
値
で
も
っ
て
耐
震
補
強
の
改
修
計
画
な
ど

を
作
成
し
て
い
る
。

　

校
舎
の
調
査
は
、
基
礎
で
な
く
壁
面
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
中
、
４
カ
所
の
コ
ア
抜
き
調
査
を
し
て

数
値
を
求
め
て
い
る
の
で
、
地
中
の
基
礎
（
中
性

化
）
調
査
と
は
意
味
合
い
が
違
っ
て
く
る
。

　

学
説
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
約
３
cm
程

度
で
約
65
年
を
耐
用
年
数
と
し
て
い
る
。

学
校
耐
震
補
強
工
事

・
市
場
小
学
校
屋
内
運
動
場

4
億
8
2
2
1
万
円

・
石
川
小
学
校
校
舎

５
億
8
3
7
7
万
円

・
江
陽
中
学
校
屋
内
運
動
場

5
億
6
2
3
5
万
円

　

質
疑　

家
城
、伊
藤
、井
田
、

　
　

上
山
、糸
井
、今
田
、

　
　

多
田
、赤
松

（
賛
成
全
員
）

簡
易
水
道

・
与
謝
簡
易
水
道
浄
水
場
改

良
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

土
木
工
事
の
変
更
及
び
交

通
整
理
員
等
の
追
加
。

　

契
約
金
額
8
6
4
万
円

を
8
7
4
万
円
に
変
更
す

る
も
の
。

　

質
疑　

井
田（

賛
成
全
員
）

請
負
契
約

そ
の
他
の
審
議
案
件

値
※※

で
計
算
し
て
い
る
。

授
業
へ
の
影
響最小
限
に

問　

昨
年
石
川
小
体
育
館
は

二
学
期
に
利
用
で
き
な
か
っ

た
。
今
年
は
本
校
舎
、
授
業

へ
の
配
慮
は
万
全
か
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
土
・

日
曜
の
工
事
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

騒
音
な
ど
主
な
工

事
は
夏
休
み
中
に
終
わ
り
、

心
配
な
い
。

安心・安全な耐震補強を

値
０

※※

大
丈
夫
か 

補
強
後
の
IS
値
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陳
情
書
・
要
望
書

　

三
月
議
会
以
降
、
与
謝
野
町
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
陳
情

書
や
要
望
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
提
出
者　

合
資
会
社
緑
源
代
表　
　

諸　

百
合
子

▼
提
出
者　

2
0
0
8
年
原
水
爆
禁
止

　
　
　
　
　

国
民
平
和
大
行
進
京
都
実
行
委
員
会

代
表　

岩
橋　

祐
治

▼
提
出
者　

国
民
平
和
大
行
進
京
都
実
行
委
員
会

問　

最
近
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て
お
り
、
少

し
で
も
地
域
が
元
気
に
と
の
思
い
か
ら
、
今

回
の
体
育
館
耐
震
工
事
の
鋼
材
か
ら
問
う
。

教
育
次
長　

つ
な
ぎ
梁
部
材
は
１
９
４
ｘ

１
５
０
の
Ｈ
鋼
で
板
厚
６
㎜
ｘ
９
㎜
。

問　

工
事
の
㎡
数
、
板
厚
基
準
で
は
Ｒ
グ

レ
ー
ド
の
範
囲
で
は
な
い
か
。
そ
れ
な
の
に

仕
様
書
に
Ｍ
グ
レ
ー
ド
が
指
定
し
て
あ
り
、

も
っ
と
工
事
内
容
を
精
査
し
て
地
元
業
者
も

参
加
の
し
や
す
い
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

私
は
粗
悪
な
部
材
や
数
の
増
や
す
減
ら
す

の
問
題
で
地
元
で
仕
事
を
と
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
。
地
元
に
は
Ｍ
グ
レ
ー
ド
の
適

応
業
者
が
無
い
と
聞
い
て
い
る
。
入
札
応
募

を
か
け
る
前
に
仕
事
の
内
容
を
精
査
す
れ
ば

グ
レ
ー
ド
の
範
囲
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
。

工
事
あ
る
い
は
備
品
購
入
に
し
て
も
担
当
課
は

も
っ
と
内
容
を
把
握
し
地
元
業
者
で
努
力
し
て
頂

け
る
よ
う
に
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

設
計
は
実
績
の
あ
る
設
計
会
社

に
お
世
話
に
な
り
部
材
に
つ
い
て
も
設
計
書

に
基
づ
き
そ
の
部
材
の
対
応
と
な
る
。
地
元

に
あ
る
部
材
と
か
、
数
を
増
や
す
減
ら
す
は

で
き
な
い
の
で
ご
理
解
を
。

副
町
長　

判
定
委
員
会
に
基
づ
き
指
名
委
員

会
で
検
討
し
３
０
０
０
万
以
上
の
工
事
な
の

で
、
Ａ
級
か
ら
応
募
し
た
。

地
元
業
者
に
も
っ
と

仕
事
を

人
事
案
件

公
平
委
員
会
委
員

　
　

植
田 

宗
一
（
算
所
）

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　

伊
達 

義
明
（
石
川
）

　
　

前
野 

庄
作
（
男
山
）

職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員

　
　

村
山 

和
生
（
三
河
内
）

　
　

北
風 

雅
雄
（
加
悦
奥
）

　
　

大
下 　

修
（
岩
滝
）

教
育
委
員
会
委
員

　
　

今
西 

藤
美
（
算
所
）

町
道
路
線
の
認
定

路
線
名　

成
田
団
地
２
号
線

内　

容　

延
長　

45
．４
ｍ

　
　
　
　

幅
員　

５
．０
ｍ
〜
10
．５
ｍ

（
賛
成
全
員
）

財
産
の
取
得

取
得
財
産

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
Ｃ
Ｄ―

Ⅰ
型
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
台

取
得
金
額　
　
　
　
　

１
７
５
３
万
円

配
属
先　
　
　
　
　
　

加
悦
第
二
分
団

取
得
予
定
日　
　
　
　
　
　

11
月
14
日

契
約
者　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
モ
リ
タ

（
賛
成
全
員
）

新たな備え消防車
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こ
こ
が
聞
き
た
い

６
月
定
例
会
は
14
人
が
質
問
し
ま
し
た

四川省地震の教訓をどう生かすか？
服部 博和 議員

地域循環型経済の構築
赤松 孝一 議員

まちづくりの推進役は職員では
伊藤 幸男 議員

景気回復、行政がやるべきこととは
　家城 　功 議員

この不況は尋常ではないと思えるが
　㔟簱 　毅 議員

アレルギー疾患対策の取り組みは
浪江 郁雄 議員

光 F敷設・通信部門は民営を要望
小林 庸夫 議員

世代継続する地震に強いまちづくり
多田 正成 議員

問題の多い税務共同化は慎重に
畠山 伸枝 議員

黒塗り高級公用車をやめては
有吉 　正 議員

役場に挨拶・笑顔・元気・やる気
谷口 忠弘 議員

合併後のまちづくりは
今田 博文 議員

温暖化防止へ大間伐で森林保全を
野村 生八 議員

下水道特別会計・維持管理基金を
井田 義之 議員

一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い

問 

学
校
の
耐
震
が
順
次
行
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
そ
の
耐
震
診
断
に
対
し
、
理
解
し
が

た
い
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
加
悦
中
学
校
の
耐

震
診
断
に
お
い
て
、
委
託
業
者
か
ら
建
設
当

時
の
設
計
図
に
図
示
さ
れ
て
い
る
は
り
が
、
現

建
物
に
は
入
っ
て
い
な
い
。「
手
抜
き
工
事
だ
」

と
議
会
に
報
告
し
て
来
た
。
そ
の
た
め
屋
根
を

切
開
し
て
は
り
を
5
本
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

四川省地震の教訓をどう生かすか？
学校の耐震化を急ぐ

服部 博和 議員
い
の
で
、
1
億
４
０
０
０
万
円
も
の
多
額
な
費
用
が
必
要
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

石
川
小
学
校
の
約
4
倍
、
桑
飼
小
学
校
の
約
8
倍
も
の
額

で
あ
る
。

　

ま
た
新
聞
社
が
記
事
に
し
た
た
め
、
動
揺
は
、
大
き
な
も

の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
統
合
問
題
も
浮
上
し
て
き
た
。
こ
の

よ
う
な
事
態
を
尻
目
に
業
者
よ
り
、
京
都
府
の
指
導
を
受
け

再
調
査
し
た
結
果
、
は
り
は
最
初
か
ら
入
っ
て
い
な
い
設
計

で
あ
っ
た
と
、
正
反
対
の
回
答
を
寄
せ
て
き
た
。
ま
さ
に
、

晴
天
の
霹へ

き
れ
き靂
だ
。

　

当
然
本
校
舎
も
こ
の
業
者
が
診
断
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う加悦中体育館

な
業
者
の
言
い
な
り
に

な
っ
て
い
て
、
本
当
に

大
丈
夫
な
の
か
大
い
に

疑
問
だ
。

　

他
の
設
計
士
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
？

副
町
長  

い
い
か
げ

ん
な
業
者

で
は
な
い
。
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問 

総
合
計
画
の
重
点
施
策

「
創
ろ
う
・
つ
な
ご
う
循

環
型
の
経
済
」
の
具
現
化
を

問
う
。

町
長

う
。
そ
の
啓
発
に
懸
垂
幕
・
看
板
・
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て

浸
透
を
図
る
。

町
長 

消
費
者
意
識
の
転
換
や
消
費
者
に
応
え
ら
れ
る
商
店
、

事
業
所
の
確
立
が
図
れ
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
。

地域循環型経済の構築
産業振興計画で検討

生
産
者
の
努
力
（
自
助
）

消
費
者
の
理
解
（
共
助
）

商
店
の
努
力
・
協
力
（
商
助
）

が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。

百
％
町
内
消
費推

進
の
町

問 

町
内
で
調
達
で
き
る
も

の
は
、
日
常
生
活
必
需

品
・
食
材
・
建
設
工
事
・
農

産
物
等
、
こ
れ
ら
の
消
費
は

官
民
問
わ
ず
町
内
業
者
で
賄

地域経済は地産地消から

赤松 孝一 議員

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
役
は
職
員
で
は

町
職
員
は
財
産
。職
員
と
の
信
頼
関
係
構
築
を
強
め
る

伊藤 幸男 議員

問 

政
府
は
構
造
改
革
に
よ
る
公
務
員
制
度

改
革
で
「
成
果
・
評
価
主
義
」
導
入
を

進
め
て
い
る
。
問
題
は
評
価
を
誰
が
ど
う

す
る
の
か
だ
。

　

こ
の
成
果
・
評
価
主
義
を
導
入
し
た
企

業
で
は
、
個
人
目
標
が
優
先
さ
れ
、
職
場

内
の
信
頼
関
係
が
崩
れ
る
と
い
う
重
大
問

題
が
起
き
、
大
企
業
で
も
、
す
ぐ
に
見
直

し
変
更
を
し
て
い
る
。
全
国
各
地
の
ま
ち

づ
く
り
で
成
功
し
て
い
る
町
で
は
、
職
員

集
団
を
重
要
な
担
い
手
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
の
上
で
、
労
使
関
係
も

民
主
的
で
開
か
れ
た
も
の
が
い
る
と
思
う
。

町
長 

ま
ち
づ
く
り
の
上
で
、
町
職
員
と

の
協
力
関
係
を
強
め
る
こ
と
が
重

要
。
評
価
主
義
は
人
材
育
成
の
た
め
。

社
会
保
障
財
源
は
あ
る

問 

消
費
税
が
で
き
て
18
年
間
、
国
庫
に

入
っ
た
の
は
１
９
０
兆
円
。
こ
の
間
、

大
企
業
な
ど
法
人
3
税
の
税
率
が
12
％
も

下
げ
ら
れ
、
そ
の
減
税
額
１
６
０
兆
円
。
言

い
換
え
る
と
大
企
業
の
た
め
に
使
わ
れ
た

こ
と
に
な
る
。「
社
会
保
障
の
財
源
を
消
費

税
増
税
で
」
と
自
民
・
公
明
・
民
主
の
各

党
が
言
い
出
し
た
。
消
費
税
増
税
を
、
町

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長 

消
費
税
増
税
さ
れ
る
と
地
域
購
買

力
を
低
下
さ
せ
る
。
十
分
な
国
民

的
な
議
論
が
い
る
と
思
う
。

期待される福祉行政

地
域
活
性
化
会
議
の
設
置

問 

従
来
の
団
体
の
長
を
集
め
る
手
法
で
な
く
、

一
般
公
募
を
主
と
し
て
町
内
外
か
ら
人
材

を
集
結
し
て
、「
生
き
活
き
実
戦
部
隊
」
の
設

置
を
提
案
す
る
。

町
長 

地
域
活
性
化
会
議
を
今
す
ぐ
立
ち
上
げ

る
考
え
は
な
い
。
産
業
振
興
計
画
の
委

員
会
を
十
分
に
機
能
さ
せ
、
人
材
発
掘
に
努
め

る
。
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自転車道の防犯対策を

問 

町
内
の
経
済
環
境
は
非
常

に
厳
し
い
。
緊
急
不
況
対

策
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

町
長 

他
の
市
町
と
も
連
携

し
、
国
に
要
望
し
た
い
。

暮
ら
し
の
資
金
見
直
し
を

問 

一
人
５
万
円
と
い
う
貸

付
基
準
の
見
直
し
は
。

町
長 

返
済
に
苦
慮
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
て
、

現
在
の
基
準
と
し
て
い
る
。

新
た
な
戦
略
が
必
要
だ

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス
の
運
営
状

況
は
非
常
に
厳
し
い
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
は
、
国
の
指
定
を

受
け
た
温
泉
を
活
用
し
た
保
養

施
設
で
あ
り
、
健
康
を
基
本
に

据
え
た
戦
略
で
外
か
ら
の
利
用

者
が
増
え
る
よ
う
な
再
生
計
画

を
た
て
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

この不況は尋常ではないと思えるが
長期的な視点での雇用創出を図る

㔟簱 　 毅 議員

問 

景
気
が
厳
し
い
中
、
地
域
業
者
と

行
政
の
関
わ
り
方
を
見
直
す
べ
き

で
は
。
今
ま
で
の
や
り
方
を
改
善
す
る

こ
と
も
行
政
の
役
割
。
例
え
ば
、
町
で

買
え
る
物
は
町
内
の
お
店
で
。
町
内
の

企
業
で
で
き
る
仕
事
は
町
内
の
企
業
に

発
注
す
べ
き
で
は
。

町
長 

キ
ッ
チ
リ
と
理
由
の
つ
く
中
で
、

で
き
る
だ
け
公
平
な
形
を
し
て

い
く
き
め
細
か
い
対
応
が
必
要
と
思
う
。

指
名
業
者
の
見
直
し
を

問 

町
内
業
者
を
守
る
た
め
に
、
指
名

業
者
の
ラ
ン
ク
付
け
は
、
地
域
貢

献
度
を
重
視
す
る
な
ど
、
見
直
し
が
必

景
気
回
復
、行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
と
は

国
・
府
へ
の
要
望
は
勿
論
、地
域
の
声
も
聞
く

要
で
は
。
ま
た
下
請
け
制
度
も
緩
和
し
見
直

す
べ
き
で
は
。

町
長 

平
成
20
年
度
の
除
雪
協
力
か
ら
、
加

算
内
容
を
変
更
す
る
予
定
。
除
雪
協

力
以
外
も
加
算
項
目
を
研
究
す
る
予
定
。
下

請
け
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
直
さ
な
い
予
定
。

防
犯
対
策
の
早
期
実
現
を

問 

自
転
車
道
は
中
高
生
の
通
学
路
で
あ
り
、

町
民
の
方
の
健
康
維
持
増
進
の
場
で

も
あ
る
。
不
審
者
や
変
質
者
の
情
報
も
多
く
、

府
補
助
金
等
活
用
し
、
防
犯
対
策
や
環
境
整

備
の
早
期
実
現
を
。

町
長 

京
都
府
の
新
規
事
業
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
歩
道
照
明
事
業
が

創
設
さ
れ
た
。
沿
線
の
住
民
や
農
地
に
影
響

の
な
い
よ
う
関
係
者
と
調
整
を
し
な
が
ら
早

期
設
置
に
努
力
す
る
。

家城 　功 議員

地
域
協
定
で国に

要
望
を

問 

中
山
間
地
直
接
支
払

い
制
度
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
型
の
政
策
と
し
て
、
集

落
で
も
大
き
な
成
果
が
上
が

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
き
て

地
域
の
後
継
者
が
新
規
に
住

宅
用
地
を
求
め
て
も
、
協
定

違
反
で
補
助
金
の
遡
及
返
還

が
必
要
と
の
こ
と
が
判
っ
た
。

制
度
全
体
を
見
直
し
な
が
ら

改
善
要
望
の
必
要
が
あ
る
。

町
長 

こ
の
制
度
の
効
果

は
大
き
い
が
協
定

地
内
で
は
厳
し
い
ペ
ナ
ル
テ

ィ
が
あ
り
、
改
善
要
望
を
強

め
た
い
。

町
長 

今
年
度

は
社
協

に
委
託
し
、
介

護
予
防
事
業
で

利
用
の
拡
大
を

図
り
た
い
。
現

在
、
指※

定
管
理

者
制
度
導
入
に

つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

クアハウスの再生は
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小林 庸夫 議員

浪江 郁雄 議員

アレルギー疾患対策の取り組みは
健診後の個別相談や、情報提供を行っている

問 

最
近
非

常
に
多

く
な
っ
た
花

粉
症
を
初
め
、

ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
、
ア

ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
、
そ
し

給食にも配慮

て
気
管
支
喘
息
を
代
表
と
す

る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
は
、
今

や
国
民
の
３
人
に
１
人
と
い

わ
れ
、
現
代
社
会
に
お
け
る

国
民
病
と
さ
れ
、
そ
の
症
状

は
、
近
年
急
速
に
重
症
化
し
、

そ
し
て
複
合
化
し
、
治
り
に

く
い
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。

当
町
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
の
実
態
は
。

町
長 

乳
児
健
診
で
は
21
％
。

ど
も
達
が
な
ん
ら
か
の
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
ち
、
苦
し
ん
で

い
る
現
実
を
重
く
受
け
止
め
、

保
護
者
や
医
療
機
関
と
連
携

を
と
り
、
環
境
整
備
や
様
々

な
配
慮
や
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

問 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の

対
応
は
。

教
育
長 

保
護
者
と
入
念

な
打
ち
合
わ
せ

を
し
、
セ
ン
タ
ー
も
学
校
か

ら
の
全
デ
ー
タ
を
と
り
、
特

別
の
給
食
を
提
供
し
て
い
る
。

問 

中
で
も
重
い
症
状
で
あ

る
ア

※

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

を
起
こ
す
子
ど
も
達
は
。

町
長 

町
全
体
で
は
不
明
だ

が
、
健
診
で
は
１
名

把
握
。

問 

学
校
で
の
対
応
と
、
基

本
的
な
方
針
は
。

教
育
長 

有
病
率
は
、
小

学
生
21
．
５
％
。

中
学
生
20
．２
％
。
幼
稚
園

18
％
と
、
全
国
平
均
よ
り
若

干
低
い
が
、
２
割
以
上
の
子

問 

Ｔ
Ｖ
放
送
の
地
デ
ジ
化
に
む
け
て

岩
滝
・
野
田
川
地
区
へ
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
敷
設
に
巨
額
の
投
資
資
金
が
必

要
と
の
こ
と
で
あ
る
が
設
備
と
管
理
運

営
面
は
。

町
長 

民
間
で
の
敷
設
は
難
し
い
の
で

公
設
で
す
る
。 

基
本
的
に
は

加
悦
町
ス
タ
イ
ル
を
基
準
に
公
設
公
営

を
検
討
し
て
い
る
が
、
通
信
部
門
の
民

営
も
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
充

分
検
討
し
た
い
。

京
都
府
税
務
共
同
化
事
業

問 

与
謝
野
町
に
と
っ
て
税
関
係
の
課

題
は
な
に
か
と
考
え
る
と
き
、 

滞

納
分
の
徴
収
と
滞
納
し
な
く
て
も
い
い

よ
う
な
経
済
力
の
底
上
げ
が
一
番
大
き

な
懸
案
事
項
と
思
う
。 

課
税
・
徴
収

事
業
は
町
財
源
の
根
幹
を
な
す
も
の
と

光
Ｆ
敷
設
・
通
信
部
門
は
民
営
を
要
望

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
部
門
も
検
討
す
る

い
え
る
だ
け
に
経
費
削
減
と
は
申
せ
、 

他
機

関
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
果
た
し
て
い
い
も
の

か
・
・ 

町
民
に
し
て
み
れ
ば
上
下
水
道
料
・

介
護
保
険
・
町
営
住
宅
・ 

有
線
Ｔ
Ｖ
な
ど
の

使
用
料
も
、
税
と
は
名
は
つ
か
な
く
と
も
税

に
準
ず
る
思
い
で
納
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
。
先
ず
は
滞
納

徴
収
に
力
点
を
お
い
た
組
織
で
ス
タ
ー
ト
す

べ
き
か
と
思
う
が
。

町
長 

徴
収
業
務
一
本
化
で
徴
収
力
の
向
上

が
期
待
で
き
る
こ
と
と
、
収
納
窓
口

の
一
元
化
な
ど
利
便
性
が
は
か
ら
れ
る
。
課

税
権
は
首
長
に
あ
り
町
の
独
自
性
は
保
て
る
。

有線テレビスタジオ
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問題の多い税務共同化は慎重に
信頼される組織作りに努力する

問 

府
内
の
市
町

村
が
共
同
で

税
の
課
税
と
徴
収

を
す
る
と
い
う
が
、

異
論
が
続
出
し
て

い
る
と
聞
く
。

畠山 伸枝 議員

で
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

問 

滞
納
し
て
い
る
人
の

中
に
は
暮
ら
し
が
大

変
で
、
福
祉
課
と
相
談
が
必

要
な
こ
と
も
あ
る
。
分
納
や

延
期
な
ど
の
相
談
も
し
に
く

く
な
る
の
で
は
。

町
長 

機
械
的
に
徴
収
を

や
り
こ
な
せ
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

納
税
者
の
事
情
も
考
え
て
柔

軟
な
対
応
も
必
要
だ
と
思
う
。

問 

急
い
で
行
う
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
。

町
長 

問
題
を
解
決
し
な

が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

　

全
国
で
共
同
化
を
し
て
い
る

の
は
静
岡
県
が
徴
収
だ
け
。
課

税
権
は
町
長
に
あ
る
が
最
後
ま

で
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

町
長 

ま
ず
は
徴
収
業
務
か
ら

早
期
滞
納
整
理
な
ど
効

率
的
に
や
っ
て
い
く
。
適
正
な

課
税
と
確
実
な
徴
収
で
、
公
平

公
正
な
税
務
行
政
の
確
立
を
め

ざ
し
た
い
。
課
税
の
権
限
を
留

保
し
つ
つ
共
同
化
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

問 

今
年
度
予
算
は
3
8
0

万
円
だ
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
。

町
長 

準
備
段
階
で
の
費
用
が

３
８
０
万
円
。
組
織
や

職
員
配
置
な
ど
明
確
で
な
い
の

多田 正成 議員

世
代
継
続
す
る
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

更
な
る
災
害
に
強
い
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
を
す
る

問 

一
般
的
に
は
耐
震
診
断
に
対
す
る
知
識
や
意
識

が
薄
い
耐
震
診
断
の
基
礎
知
識
を
大
人
と
子
ど

も
達
と
が
同
時
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
共
通
の
話
題

が
生
ま
れ
、
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
心
が
強
く
育

つ
の
で
は
な
い
か
。
決
し
て
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
危
機
管
理
意
識
を
「
耐
震
診
断
授
業
」
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
学
び
世
代
継
続
す
る
地
震
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長 

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
貴
重
な
命
を
守

る
と
共
に
防
災
意
識
の
高
い
人
材
を
育
成
し

社
会
や
地
域
全
体
の
防
災
力
を
高
め
る
為
に
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

子
ほ
め
条
例
の
制
定
か
ら

問 

与
謝
野
町
を
特
徴
づ
け
当
町
を
知
っ
て
頂
く
た

め
に
「
子
ほ
め
条
例
」
を
制
定
し
、
全
国
の
子

ど
も
達
を
ほ
め
称
え
る
町
に
し
て
は
。
そ
の
た
め
に

例
え
ば
与
謝
蕪
村
の
命
日
に
合
わ
せ
俳
句
、
短
歌
な

ど
募
集
し
優
秀
作
を
顕
彰
し
て
い
け
ば
子
ど
も
達
の

励
み
に
も
な
り
当
町
が
全
国
で
子
育
て
の
町
に
も
な

る
。
そ
し
て
そ
の
子
達
が
大
人
に
な
っ
て
必
ず
こ
の

町
を
訪
ね
て
く
る
。

町
長 

思
い
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
方
法
は
別
と

し
て
そ
う
し
た
子
ど
も
達
を
励
ま
し
育
て
て

い
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
町
が
元
気
に
な
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
る
。

未来に期待を

課題の多い税務課
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活用が待たれる機業跡地

問 

行
財
政
改
革

と
地
球
温
暖

化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
燃
費
の
よ

い
車
に
乗
り
換
え

て
は
。

町
長 

自
動
車

メ
ー
カ

ー
で
は
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
カ
ー
に
代

黒塗り高級公用車をやめては
更新時に、より環境に優しい車に

表
さ
れ
る
環
境
に
優
し
い
車
の

増
産
を
行
な
う
と
聞
い
て
い
る
。

価
格
面
で
も
安
く
な
る
と
思
う
。

時
期
を
見
て
判
断
。

機
業
跡
地
の
有
効
利
用

問 

企
業
誘
致
の
候
補
地
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

見
通
し
は
ど
う
か
。

町
長 

一
件
話
し
は
あ
っ
た
が

残
念
な
が
ら
白
紙
と
な

っ
た
。
こ
の
土
地
を
企
業
誘
致

の
候
補
地
と
位
置
づ
け
た
こ
と

で
、
隣
接
す
る
元
岩
屋
保
育
所

跡
地
も
対
応
で
き
る
よ
う
販
売

価
格
も
一
定
整
理
し
て
い
る
。

問 

長
野
県
下
條
村
で
は
総
務

省
の
「
頑
張
る
地
方
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
交
付
金
で
、

村
営
住
宅
建
設
な
ど
若
者
の
定

住
を
図
っ
て
お
ら
れ
る
。
町
有

地
に
し
な
い
と
真
剣
み
が
わ
か

問 

役
場
に
行
く
が
挨
拶
が
な
い
笑
顔
が

少
な
い
と
よ
く
聞
く
。
日
常
習
慣

づ
く
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
は
。

ま
た
庁
舎
内
に
静
か
な
安
ら
ぎ
を
覚
え

る
音
楽
を
流
し
て
み
て
は
。

町
長 

笑
顔
で
の
挨
拶
、
親
切
な
応
対

は
重
要
な
こ
と
だ
。
提
案
を
検

討
し
て
み
た
い
。

問 

日
々
仕
事
を
す
る
な
か
で
、
職
員

の
資
質
向
上
策
は
、
私
の
提
案
と

し
て
、
各
課
各
事
業
別
に
予
算
編
成
上

の
数
値
目
標
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
年

度
末
に
、
そ
の
達
成
率
を
事
業
別
ま
た

各
課
別
に
公
表
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長 
総
合
計
画
の
な
か
で
は
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

有吉 　正 議員

役
場
に
挨
拶
・
笑
顔
・
元
気
・
や
る
気

提
案
を
十
分
検
討
し
た
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
具
現
化

す
る
ま
で
は
地
元
に
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
と
し
て
貸
さ
れ
た
ら

ど
う
か
。

町
長 

い
ろ
ん
な
形
で
、
い
ろ

ん
な
手
立
て
を
打
っ
て

い
か
な
い
と
、
人
口
を
増
や
す

こ
と
は
難
し
い
。
そ
う
し
た
こ

と
を
取
り
入
れ
た
前
向
き
な
施

策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

谷口 忠弘 議員

親切な応対

問 

職
員
の
中
に
、
今
の
年
功
序
列
の
給

与
体
系
に
疑
問
を
も
っ
て
い
る
人
が

多
く
、
ま
た
何
ら
か
の
評
価
制
度
を
設
け

る
べ
き
だ
と
い
っ
て
い
る
が
。

町
長 

職
種
上
評
価
の
基
準
を
設
け
る
こ

と
が
む
ず
か
し
い
。

問 

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ（
技
術
向
上
）

と
同
時
に
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
の

観
点
か
ら
も
私
の
提
案
が
必
要
と
思
う
が
。

町
長 

思
い
は
同
じ
で
あ
り
努
力
し
て
い

き
た
い
。



一般質問　ここが聞きたい！

16

温
暖
化
防
止
へ 

大
間
伐
で
森
林
保
全
を

森に光を

問 

平
成
17
年
を
ピ
ー

ク
に
、
人
口
の
減

少
が
続
き
活
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
来
る
超
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
策
は
。

町
長 

子
ど
も
の
医

療
費
無
料
化

な
ど
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り

合併後のまちづくりは
総合計画を着実に推進していく

今田 博文 議員

う
に
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、

楽
観
的
な
こ
と
ば
か
り
を
吹

聴
し
て
財
政
が
破
綻
し
て
し

ま
う
こ
と
は
絶
対
に
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

産
業
・
雇
用
の
確
保
を

問 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
新
た
な
産

業
興
し
と
雇
用
の
確
保
に
強

い
要
望
が
あ
る
。

町
長 

観
光
や
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
。
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
、
産
業
振
興
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

組
む
。
高
齢
者
を
家
族
だ
け
で
支

え
る
こ
と
は
困
難
。
介
護
予
防
拠

点
の
整
備
を
進
め
る
。

合
併
効
果
の
発
揮
を

問 

合
併
の
効
果
は
、
行
政
体
制

の
整
備
。
こ
の
機
を
捉
え
改

革
す
る
こ
と
に
あ
る
。

町
長 

住
民
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
っ

た
施
策
を
展
開
す
る
。
町

営
バ
ス
の
運
行
、
有
線
テ
レ
ビ
の

推
進
、
阿
蘇
海
の
環
境
改
善
に
取

り
組
む
。

予
算
減
で
負
の
思
考
で
は

問 

行
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と

は
大
事
だ
が
、
歳
出
カ
ッ
ト

に
目
が
い
き
マ
イ
ナ
ス
思
考
に
な

っ
て
い
る
。

町
長 

予
算
減
額
の
中
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
が
縮
小
・
廃
止

と
な
る
な
ど
マ
イ
ナ
ス
思
考
の
よ

今後の行政運営は

問 

森
林
の
保
全
は
、
環
境
を
守
る
最

重
要
の
課
題
だ
。

　

間
伐
率
を
大
き
く
引
き
上
げ
大
径
木

の
人
工
林
を
育
て
る
こ
と
は
、
経
営
と

し
て
成
り
た
つ
林
業
に
し
、
保
水
力
を

保
っ
た
森
林
を
育
て
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　

ま
た
森
林
の
保
全
で
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
る
。

　

森
林
の
保
全
を
長
期
的
に
す
す
め
る

「
森
づ
く
り
条
例
」
の
検
討
も
求
め
る
。

町
長 

総
合
計
画
で
は
、
間
伐
率
を

20
％
か
ら
30
％
へ
、
伐
採
期
間

を
50
年
か
ら
１
０
０
年
近
く
に
大
幅
に

引
き
上
げ
大
径
木
を
育
成
す
る
と
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
で
、
下
層
空
間
に
針

葉
樹
・
広
葉
樹
を
育
て
、
水
や
土
の
保

全
機
能
や
生
物
の
多
様
性
を
も
た
ら
し
、

野
生
鳥
獣
の
生
息
環
境
や
景
観
に
配

野村 生八 議員

〝
み
ん
な
の
森
づ
く
り
〞を
推
進
す
る

慮
し
た
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

林
業
と
し
て
高
収
入
が
得
ら
れ
、
公
益

的
機
能
を
持
つ
〝
み
ん
な
の
森
づ
く
り
〞

を
推
進
す
る
大
径
木
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

　

町
で
は
広
葉
樹
支
給
事
業
な
ど
を
進

め
て
い
る
が
、
今
後
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
す
す
め
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
意
識
向
上
を
す
す
め
る
。

　
「
森
林
環
境
税
」
の
創
設
や
「
森
づ
く

り
条
例
」
を
制
定
し
す
す
め
る
こ
と
も

一
考
と
考
え
る
。
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井田 義之 議員

問 

赤
字
再
建
団
体
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

地※

方
財
政
健
全
化
法
が
昨
年
６
月
に
施

行
さ
れ
、
特
別
会
計
も
含
め
た
数
値
が
判

定
の
基
準
と
さ
れ
る
。

　

当
町
は
下
水
道
の
地
方
債
が
一
般
会
計

よ
り
多
い
。

　

供
用
か
ら
15
年
経
過
し
た
施
設
の
維
持

修
繕
の
財
政
計
画
が
な
い
。
基
金
を
積
立

て
対
応
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長 

維
持
管
理
費
の
増
大
は
非
常
に
危

惧
し
て
い
る
が
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
出
し
が
増
大
す
る
。
下
水
道
へ
の

接
続
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
収
入
増
加
に

最
大
限
努
力
す
る
。

自
転
車
道
９
時
ま
で
照
明

問 

野
田
川
駅
に
４
月
か
ら
駐
輪
場
が
設

置
さ
れ
た
。
次
は
夕
方
の
安
全
確
保

の
た
め
心
や
す
ら
ぐ
、
青
色
防
犯
灯
の
設

置
が
急
務
で
は
な
い
か
。

町
長 

必
要
と
認
識
。
府
に
強
く
要
望
す
る
。

散
歩
の
利
用
者
も
多
い

問 

ベ
ン
チ
の
設
置
必
要
。

お知らせ

９
月
定
例
会
の
予
定
（
傍
聴
に
来
て
下
さ
い
）

招
集
日
…
９
月
２
日

一
般
質
問
…
９
月
11
日
・
12
日
・
13
日

下
水
道
特
別
会
計
・
維
持
管
理
基
金
を

危
惧
も
あ
る
が
積
み
立
て
る
余
裕
な
い
の
が
現
状発光ダイオード

町
長 

地
元
管
理
で
、
適
地
が
あ
れ
ば
府
に

要
望
し
た
い
。

亀
山
大
宮
線　

川
上
ま
で

問 
現
存
の
農
道
を
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で

拡
幅
し
、
室
ノ
木
農
道
に
接
続
を
。

町
長 

川
上
地
区
へ
の
道
が
一
本
し
か
な
く
、

迂
回
路
と
し
て
必
要
認
め
る
が
香
河

川
の
橋
梁
も
あ
り
、
財
政
厳
し
く
早
急
に
は

無
理
が
あ
る
。

区
の
要
望　

下
地
堂
谷
線

問 

通
学
路
を
兼
ね
一
定
整
備
さ
れ
た
が
、

国
道
ま
で
の
完
成
が
必
要
だ
が
。

町
長 

必
要
性
も
費
用
対
効
果
も
認
め
ら
れ

な
い
。

用語の解説ページ
※繰越明許費　P6
　歳出予算の一部を、理由により年度内に支出を終わらない見込みのとき、
翌年度に繰り越して使用できる経費。
※ふるさと納税　P７
　出身地等の地方公共団体に寄附することで、地方を応援する制度。納税額
の 10％以内で 5,000 円を超えた金額が所得税と住民税から控除される。
※ IS値　P8
　耐震診断では建物の強度や粘りに加え、その形状や経年状況を考慮した耐
震指標。IS 値が 0.6 以上ある建物は、震度６強程度の大地震に対しても、
倒壊する危険性は低いと考えられている。
※指定管理者制度　P12
　公の施設の管理運営に民間の能力を活用しつつ経費の節減等を図ることを
目的として、一定の期間を決め民間業者やNPO等と協定を結ぶ制度。
※アナフィラキシー　P13　
　抗原抗体反応の一つ。ある抗原で免疫を得た生体が、同じ抗原の再投与に
対してショック症状などの過敏な反応を示すこと。
※地方財政健全化法　P17
　一般会計、特別会計、事務組合等、町財政に影響を与えるすべての会計を
将来の見込みも含めて算定し、議会及び住民に明らかにし、赤字債権団体
転落を未然に防ぐことを目的とした法である。
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URL  http://www.town.yosano.lg.jp　　E-mail  gikai@town.yosano.lg.jp

　平成20年度加悦保育園は、幼児81人・3歳未満児20人合計101人でスタート。6月には3人のお友達が増え、104人の元気な子ども達の
声が園内に響いています。たくましい体と豊かな心を育てることを目標に、戸外で元気に遊ぼう・仲良くしよう・話をしっかり聞こう・早
寝、早起き9時7時朝食とって朝うんち・・・を子ども・保護者・保育士と共に歩むことで、保護者と連携をとりながら頑張っています。
　園にはのりものコーナーがあり、三輪車・二輪車・レーシングカー等でルールを守りながら遊んでいます。
　芝生にはバッタ、かまきりの赤ちゃんがいっぱい生まれ、子ども達は手や腕にのせて楽しんでいます。また、ツバメの巣にツバメとス
ズメの赤ちゃんが生まれ、親鳥が交互に餌やりに来て、ほほえましい姿をみせてくれています。
　7月8日にはプール開き。大好きな水遊びで水しぶきをあげ、子どもたちの歓声が響きわたります。

　岩屋保育所は、園児数34名と少人数なので、いつも大きい子が小さい子と一緒に遊び、やさしく面倒を見てくれる、とても家庭的な雰
囲気の保育所です。自然に恵まれ、近くには雲岩公園があります。保育所の裏ではモリアオガエルが卵を産み付けおたまじゃくしがたく
さん生まれたり、やごがトンボに孵ったりする姿も見られます。また、駐車場の下の畑では地域のおじいちゃん達に教えてもらって色々
な野菜を育てています。収穫したカボチャやスイカは、子ども達が抱えて急な土手を登り保育所まで運びます。豊かな自然に囲まれ、の
びのびとした環境の中で、様々な体験を通し、心も体もたくましく、思いやりのある子どもに育ってくれることを願っています。

岩屋保育所
の紹介

加悦保育園
の紹介
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